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広がるライオンズの誇り

Photo Caption: 女性は1987年にライオンズクラブ国際協会の正式なメンバーに加わり、2015年現在ライオンズの約27%を占めています。
1987年7月、ライオンズクラブ国際大会の代議員の投票により、入会の門戸が世界中の女性に開かれることになりました。 
初期には女性会員のいるライオンズクラブもありましたが、1918年のライオンズ会則は会員を男性に限定するものへと変更されました。女性が再び国際協会の会員に迎えられるまでにはほぼ70年かかりましたが、その一方で多くの女性がライオンズの夫、友人、家族とともに奉仕していました。ライオネスクラブを組織することもあり、最初のクラブは1920年にイリノイ州クインシーで、ライオンズクラブの活動を支援するために結成されました。

1980年代になると、ライオンズは会員に女性を加えるための措置を講じ始めます。米国では同じ頃、プライベートなクラブが会員を男性に限定する権利に異議を唱える訴訟がいくつか生じていました。1986年のライオンズクラブ大会では、女性を入会させようという動議が僅差で却下されました。
1987年5月には米国最高裁が、「事業者」による性差別を禁じるカリフォルニア州法はロータリークラブにも適用される、との判決を下します。ライオンズクラブ国際協会はこれを受けて、米国で女性会員を受け入れることになりました。国際大会が終わってまもなく、世界中の女性が会員として迎えられました。

投票からわずか2カ月で3,500人の女性が国際協会に加わり、新鮮な視点と奉仕の手をもたらしてくれました。5年のうちに、女性ライオンズは55,000人に達しています。
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ライオンズクラブにおける女性の比率は過去30年間で大きく増加しました。2004年にライオンズが設けたタスクフォースでは、女性の関心に訴える地域社会事業を見極めて企画し、会員候補を発掘し、新クラブの結成を促す作業に当たっています。2015年現在、女性ライオンズは世界中で全体の27%となっており、新会員の38%が女性です。その比率がさらに高い地域もあり、中南米、カリブ海、メキシコにまたがる会則地域では、ライオンズの43.5%を女性が占めています。
自らの時間と労力を投じて地域社会を支援したいと願う女性にとって、ライオンズの強力な奉仕モデルには魅力があります。彼女たちの努力と熱意によって、ライオンズクラブは次なる奉仕の一世紀に備え、組織の繁栄と国際性を高めていくことができるでしょう。
[image: image2.jpg]lions100.0rg





[image: image1.jpg][image: image2.jpg]